指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・1964年に東京オリンピックが開催された事実を理解させる。

・幻の東京オリンピックとなったその背景に柔道の父「嘉納治五郎」の存在があったことを読み取らせる。

・柔道が海外で広まった経緯を理解させる。
	1時間目
	パラグラフ１～３（pp.16-17）

	指導のポイント
	・時間的順序のディスコースマーカーに注意して論理展開を把握させる。

・本課で扱う文法項目に注意を向けさせる。

	主な言語材料
	・as a child
・～ so that …
・at the age of ～

・known throughout the world

・due to ～

・because of ～

	2時間目
	パラグラフ４~5, True or False?（p. 17）

	指導のポイント
	・時間的順序のディスコースマーカーに注意して論理展開を把握させる。

・本課で扱う文法項目に注意を向けさせる。

	主な言語材料
	・in spite of ～
・what was worse

・completely

	3時間目
	Comprehension（pp.18-19）

	指導のポイント
	・本文を確実に理解させた上で，実践的な問題への対処法を指導する。

・空所補充問題への対応を，意味と語法の両面から解説する。

	主な言語材料
	A
・fail to do
B
・contribute to ～
・founded by ～

C
・demanded that ～

・thanks to ～


